
　中秋の名月（十五夜）の１０月３日に開催した「八代家でお月見」。

たくさんのご来場、どうもありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （内海）

　第１部は、親子対象の「お月見だんごを作ろう」。たくさんの小学生とその

ご家族が参加してくれました。

　団子作りは、米粉とお湯をあわせて捏ねて、団子の種を作るところからスター

トしました。それを八代家にあるカマドで茹で上げて、搗いたものを小さくちぎり、

子ども達が丸めていきます。ちょっと熱いけれど、みんな頑張りました。

　できあがった団子を三方に載せ、ススキと秋の草花を生け、籠には里芋・さつま

いも・栗を入れ、お月見の飾りを八代家の縁側に作りました。十五夜は、里芋

などの秋の収穫物を飾るので、別名「芋名月」とも呼ばれます。子ども達も、

できたての団子を、きなこをまぶしたものと、しょうゆをつけて囲炉裏の火で焼いたものの２種類の味付け

で、早速いただきました。

　第２部は、「お月見コンサート」。篠笛と朗読のコンサ

ートを、たくさんの方にお楽しみいただきました。篠笛

奏者は、井出聖子さんと兼平和明さん。朗読者は、柴山

裕子さんと湯浅尚弥さん。篠笛の演奏曲も朗読作品も、

「月」にまつわる作品を多く選んでいただきました。

　コンサートは、「竹の踊り」という篠笛の曲の演奏で始

まりました。篠笛の音と、八代家住宅の雰囲気が美しく

溶けあい、素敵なハーモニーを聴かせて下さいました。

プログラム終盤の「月の砂漠」はお客さんも一緒に歌った

のですが、母屋いっぱいに、篠笛の音と歌声が響きわたり

ました。

　朗読は、二つの小品の他に、お二人

が交代して樋口一葉の『十三夜』を読

みました。お客さんは、お二人の朗読

にひき込まれ、物語の世界に浸って

いらっしゃいました。

　かやぶんかわら版４２号にも書きま

したが、「十五夜」と違い、日本独自の

風習として「十三夜」というものがあり

ます。「十五夜」の月だけを見ることを

「片見月」と呼び、昔から嫌がられ、必ず

旧暦９月１３日の「十三夜」の月も見ま

した。「十五夜」の「芋名月」に対して、

「十三夜」には栗や豆をお供えすること

が多いため、「栗名月」や「豆名月」と

呼ばれます。

　曇り空だったので、月を見ることは出来ないかと思っていたのですが、コンサート終

演後、空を見上げるときれいな十五夜の月が出ていました。

　八代家住宅でのお月見、皆さんに楽しんでいただけたようで、良かったです。
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＝編集後記＝
　

　第２回目の八代家活用イベント、「八代家でお月見」が行

われました。美味しいお団子に美しい演奏、そして見事な

十五夜の月を楽しんでいただけたでしょうか。第３回目、

「八代家で冬支度」もどうぞお楽しみに。

　今年もこども神楽教室がスタートしました。何年も続け

ているベテランさん達は、新たな舞に挑戦していきます！

新たなご参加も、もちろんお待ちしています。どうぞかや

ぶんまでご連絡下さい。

　

　

　今年も、韮崎小田川の柳原神社（金比羅さん）の

秋季例大祭で、こども神楽を奉納させていただきまし

た。柳原神社の氏子さん方には、３年連続で呼んで

いただいています。

　

　今年は、小学生と中学生の女の子ペアによる「二

人剣の舞」と、中学生の男の子による「須佐男命の

舞」を奉納させていただきました。「須佐男命の舞」を

舞った男の子は、昨年からこの舞を練習していますが、

面をつけて奉納するのはこの日が初めて。加えて、

初めての神楽殿・初めて生で合わせる「須佐男命の

舞」の楽、と初めてづくしでしたが、堂々と舞い上げ

ることができました。

　

　１０月３１日（土）から、今年度の「こども神楽教室」

が始まりました。来年春の発表会・各神社の春季例

大祭を目指して、小中学生の子ども達が頑張って練

習をしていきます。参加者もまだ募集していますの

で、興味ある子は、ぜひかやぶんまで連絡してくだ

さいね！
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かやぶんミニ★ニュース

１０月１８日（日）こども神楽奉納
見るだけじゃもったいない！ 
重要文化財「八代家住宅」

　 平成２１年１２月５日（土）
　　場所：八代家住宅

　　内容：第１部　昔の大掃除体験
             　　 午前１０時～１１時半
　　　 　　　（親子対象・先着１０組・要申込み）
 　　　　　 参加費：１００円
　手ぬぐいをかぶって、畳にお茶がらをまいたり、糠袋で
　大黒柱を磨いたりしよう。大掃除が終わったら、カマドの
　神様におもちをおそなえするよ。

　　　　　　　第２部　幻燈上映会
　　　　　　　　　　午後１時～２時

　　　 　　　（先着５０名・要申込み）
　　　　　　入場料：１００円
　大掃除できれいになったお座敷で、懐かしい幻燈を観ます。
　上映作品は、当日までのお楽しみ。

お問い合わせは茅ヶ岳歴史文化研究所まで。

TEL／FAX：0551-25-2019

げんとう

ぬかぶくろ

カマド料理（炊きたての新米・
豚汁）のおふるまい
午前１１時半～午後１時

  第１部もしくは第２部にご参加の方はどなたでも！
※無くなり次第、終了いたします。
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